
2014年08週(02月17日～02月23日)
○ 山梨県内流行情報

○ 富士・東部管内流行情報

○ 定点報告の感染症 定点・・・定点当たり報告数

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 13557927.36 1162 0.37 1106 0.35 6722 2.13 20527 6.5 3520 1.11
山梨県 408 10.2 8 0.33 - - 15 0.63 83 3.46 10 0.42
中北 153 11.77 7 0.88 - - 6 0.75 48 6 6 0.75
中北峡北 66 8.25 - - - - 3 0.6 15 3 3 0.6
峡東 98 14 - - - - 4 1 6 1.5 - -
峡南 24 8 - - - - - - 4 2 - -
富士・東部 67 7.44 1 0.2 - - 2 0.4 10 2 1 0.2

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 235 0.07 331 0.1 1283 0.41 25 0.01 43 0.01 742 0.23
山梨県 - - 1 0.04 4 0.17 - - - - 1 0.04
中北 - - - - 1 0.13 - - - - - -
中北峡北 - - 1 0.2 1 0.2 - - - - - -
峡東 - - - - 1 0.25 - - - - - -
峡南 - - - - - - - - - - - -
富士・東部 - - - - 1 0.2 - - - - 1 0.2

総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点 総数 定点

全国総数 5 0.01 345 0.51 3 0.01 9 0.02 100 0.21 7 0.01
山梨県 - - 1 0.11 - - - - - - - -
中北 - - - - - - - - - - - -
中北峡北 - - 1 0.5 - - - - - - - -
峡東 - - - - - - - - - - - -
峡南 … … … … - - - - - - - -
富士・東部 - - - - - - - - - - - -

インフルエンザ RSウイルス感染症 咽頭結膜熱 A群溶血性レンサ球菌咽頭炎

手足口病 伝染性紅斑 突発性発疹 百日咳

急性出血性結膜炎 流行性角結膜炎 細菌性髄膜炎 無菌性髄膜炎 マイコプラズマ肺炎

流行性耳下腺炎

クラミジア肺炎

感染症発生動向調査情報（週報）

平成26年3月13日
富士・東部保健所

  今後も引き続き、手洗い・うがいを励行し感染予防に努めましょう。別添「山梨県インフルエンザ流行
マップ」をご参照ください。

　第8週は、インフルエンザ報告数が10.2と前週より減少しましたが、定点当り報告数が10を下回るまでは
県内全域の警報レベルが継続しております。この週は大雪の影響により受診できなかった等の理由も考
えられることから、引き続き注意が必要です。インフルエンザは、罹患している人の咳、くしゃみなどの飛
沫と共に放出されたウイルスを、鼻腔や気管など気道に吸入することによって感染します。インフルエン
ザが流行すると、特に高齢者や慢性疾患を持っている人、疲労気味・睡眠不足の人は、罹患したとき重
症化する可能性が高くなるので特に注意が必要です。さまざまな感染症予防の標準予防策である手洗
い・うがいの励行、バランスのとれた食事を心がけ、改めて家族全員で体調の管理に留意するとともに、
体調が悪いときは人混みを避け、無理せず十分な休養を取り、早めに医療機関を受診しましょう。【今週
の警報】：インフルエンザ（山梨県全域）※地域別定点あたりインフルエンザ流行状況→中北：11.77（警報
継続）、峡北：8.25（8w警報解除）、峡東：14（警報継続）、峡南：8（警報・注意報なし）、富士・東部：7.44
（8w注意報解除）

感染性胃腸炎 水痘

ヘルパンギーナ



○ 山梨県週別発生動向

疾病 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数 定点 報告数

インフルエンザ 10.2 408 16.43 657 30.48 1219 32.05 1282

ＲＳウイルス感染症 0.33 8 0.25 6 0.38 9 0.33 8

咽頭結膜熱 - - 0.17 4 0.13 3 0.17 4
Ａ群溶血性
レンサ球菌咽頭炎 0.63 15 0.79 19 0.67 16 0.96 23

感染性胃腸炎 3.46 83 3.79 91 7.33 176 8.33 200

水痘 0.42 10 0.54 13 0.38 9 0.42 10

手足口病 - - 0.08 2 0.04 1 - -

伝染性紅斑 0.04 1 0.04 1 0.04 1 0.08 2

突発性発疹 0.17 4 0.17 4 0.29 7 0.5 12

百日咳 - - - - - - - -

ヘルパンギーナ - - - - - - - -

流行性耳下腺炎 0.04 1 - - 0.17 4 - -

急性出血性結膜炎 - - - - - - - -

流行性角結膜炎 0.11 1 0.11 1 0.11 1 0.11 1

細菌性髄膜炎 - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - -
※推移と状況のコメントは、過去５年分のデータ（平均値等）に基づき表示しています。

○ 全数報告の感染症
分類 性別 年齢
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